（別紙１）
予算要求資料
平成25年度9月補正予算　　　支出科目　款：議会費　項：議会費　目：議会費　　　
	事業名:海外事情調査費 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　　　　議会事務局総務課　管理調整係　電話番号：058-272-1111（内3312）

　　　　　　　E-mail：c12159@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　 補正要求額：16,242千円

（現計予算額：15,580千円　　　補正後予算額：31,822千円）

	要求内容


	１　要求の内容


地方行政若しくは議会の制度、運営に関する外国の事情調査や友好都市提携等を行っている外国の議会等への招へいによる訪問にかかる経費を支出し、地方行政等に関する情報や手法を収集・蓄積する。

【補正理由】

　　議員から下記のとおり新たに海外事情調査の計画が示されたため、所要経費を増額し海外調査を実施する。

　　・調査地域：ドイツ、フランス【期間：H25.5.12-20　参加人数：８名】

　　・目　　的：都市再生、環境政策等に関する調査

・調査地域：アメリカ【期間：H25.8.28-9.7　参加人数：５名】

・目　　的：航空宇宙産業等に関する調査

・調査地域：ウクライナ【期間：H25.9.10-18　参加人数：２名】

・目　　的：原子力発電（チェルノブイリ）等に関する調査

・調査地域：インドネシア他３ヶ国【期間：H25.10.11-18　参加人数：５名】

・目　　的：知事トップセールス

・調査地域：ニュージーランド【期間：H25.11　参加人数：６名】

・目　　的：再生可能エネルギー等に関する調査
	２　所要経費


	
	現計予算額(a)
	補正要求額(b)
	補正後予算額(a+b)

	人　　　数
	　　　　　19人
	         16人
	          35人

	旅　　　費
	11,542千円
	 10,163千円
	21,705千円

	対外交流費
	－
	210千円
	210千円

	役　務　費
	1,894千円
	1,229千円
	3,123千円

	使　用　料
	2,144千円
	4,434千円
	6,578千円

	負　担　金
	－
	 206千円
	206千円

	合　　　計
	15,580千円
	 16,242千円
	31,822千円


	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金
負担金
	使用料
手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	現計
予算額
	15,580
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	15,580

	補正
要求額
	16,242
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	16,242

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


（別紙２）
事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果

	


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　地方行政若しくは議会の制度運営に関する外国の事情調査又は友好都市提携等を行っている外国の議会等への招へいによる訪問を実施する。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	地方行政若しくは議会の制度、運営に関する外国の事情調査や友好都市提携等を行っている外国の議会等への招へいによる訪問にかかる経費であり、指標を設定するになじまない性格の経費であるため。


（平成25年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

	渡航先
	目　的

	ブラジル

アメリカ

ウクライナ

インドネシア他３か国

中国

ニュージーランド
	岐阜県人ブラジル移住100周年記念式典参加
航空宇宙産業等に関する調査
原子力発電（チェルノブイリ）等に関する調査
知事トップセールス
中国江西省友好提携２５周年事業参加
再生可能エネルギー等に関する調査


（平成25年度の成果）

	・平成25年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

	渡航先
	成　果

	ドイツ・フランス
	[調査内容]

・古都の景観を生かした都市環境政策

・森林と流域環境の保護に関する視察

・再生可能エネルギーの活用状況

・公共交通施策

・航空宇宙産業振興


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	国外における地方行政等に関する情報や手法の収集・蓄積手段として、必要な事業である。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	調査によって得られた成果は、県政各分野に活用されており、また議員派遣報告書として一般に公開されている。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	無駄のない行程により、効率的に調査をしている。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　　関係部局と協力し、渡航先の情報を事前に可能な限り入手し、効果的な事情調査を実施できるような体制を継続していく。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
国外における地方行政等に関する情報や手法の収集・蓄積手段として必要な事業であり、今後も継続して実施する。


